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「
過
疎
」
と
い
う
言
葉
を
で
き
る
だ
け
使
わ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。「
過
疎
法
」
な
ど
政
治
用

語
と
し
て
使
う
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
場

面
で
は
極
力
用
い
な
い
。
そ
れ
は
、
用
語
と
し
て

は
あ
ま
り
に
定
義
が
曖
昧
だ
か
ら
で
あ
る
。「
疎

に
過
ぎ
た
る
」「
密
に
過
ぎ
た
る
」
と
い
う
か
ら

に
は
、
な
に
か
し
ら
の
基
準
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

超
え
る
か
ら
「
過
疎
」「
過
密
」
と
い
う
の
だ
ろ

う
が
、
そ
の
基
準
が
明
確
で
な
い
。
た
と
え
ば
人

口
密
度
を
指
標
と
す
る
な
ら
ば
、
平
方
キ
ロ
あ
た

り
何
人
を
下
回
れ
ば
「
過
疎
」
な
の
か
。
そ
も
そ

も
人
口
密
度
を
指
標
と
す
る
自
体
、適
当
な
の
か
。

感
覚
的
な
基
準
で
地
域
を
測
定
す
る
の
は
、
時
に

地
域
の
実
状
を
見
誤
る
一
因
と
な
る
。

　

た
と
え
ば
、
人
口
密
度
で
な
く
、
住
民
ど
う
し

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
準
に
据
え
れ
ば
、
違
っ
た

様
相
が
見
え
て
く
る
。
都
会
は
、
人
口
密
度
で
い

え
ば
た
し
か
に
「
密
」
で
あ
る
が
、「
隣
は
何
を

す
る
人
ぞ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
住
民
ど
う
し

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
疎
」

で
あ
る
。
住
民
ど
う
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
い
え

ば
、
農
山
村
の
方
が
は
る
か
に
「
密
」
で
あ
り
、

農
山
村
へ
の
移
住
者
か
ら
は
密
度
が
高
す
ぎ
る
と

い
う
不
満
す
ら
聞
こ
え
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
彼
ら

に
と
っ
て
、
農
山
村
は
「
過
密
」
な
の
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
農
山
村
を
歩
い
て
い
る
と
、
農
山

村
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
次
第
に
「
疎
」
に
な
り
つ

つ
あ
る
と
感
じ
る
。
要
因
の
1
つ
は
、
集
落
の
寄

合
や
祭
り
の
減
少
で
あ
る
。
集
落
総
出
で
行
わ
れ

る
祭
り
は
、
集
落
内
の
人
間
関
係
を
培
う
場
で
あ

り
、
特
に
祭
り
の
主
役
と
な
る
こ
と
の
多
い
次
世

代
に
地
域
を
継
承
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
。
寄

合
は
、
地
域
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
新
た

な
課
題
に
対
応
し
て
い
く
場
で
あ
り
、
集
落
の
意

見
を
と
り
ま
と
め
て
地
域
外
に
伝
え
て
い
く
、
住

民
と
地
域
外
の
結
節
点
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

集
落
内
外
の
人
々
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
土

台
で
あ
る
祭
り
や
寄
合
の
減
少
は
、
農
山
村
社
会

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
実
に
「
疎
」
に
し
て
い
く
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
新
た
な
も
の
を
受
け
止
め

る
「
網
」
で
も
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
脆
く
、

粗
く
な
る
と
、
新
し
い
物
を
受
け
入
れ
て
我
が
物

に
す
る
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
新
た
な
課
題
を

受
け
止
め
て
解
決
に
動
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
。
人
口
の
減
少
が
す
な
わ
ち
「
過
疎
」
で
は
な

い
。
大
事
な
の
は
、た
と
え
人
口
が
減
少
し
て
も
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
「
過
疎
」
に
し
な
い
こ
と
。
目

の
細
か
く
、
強
靱
で
、
か
つ
弾
力
性
の
あ
る
網
を

地
域
の
中
に
張
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

バ
ン
ザ
イ
! !
（
沖
縄
県
竹
富
町
の
シ
ー
サ
ー
）
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財
源
は
一
本
化
し
、市
町
村
へ

包
括
的
に
交
付

新
シ
ス
テ
ム
の
基
本
制
度
案
要
綱
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
し
、

地
域
主
権
を
前
提
と
し
た
住
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
や
政

府
の
推
進
体
制
の
一
元
化
な
ど
の
方
針
の

下
、
制
度
を
構
築
。
基
本
設
計
に
つ
い
て

は
、「
市
町
村
（
基
礎
自
治
体
）
が
制
度

を
実
施
し
、
国
・
都
道
府
県
等
が
制
度
の

実
施
を
重
層
的
に
支
え
る
仕
組
み
」
の
構

築
を
提
言
し
た
。
併
せ
て
、「
事
業
ご
と

に
所
管
や
制
度
、
財
源
が
様
々
に
分
か
れ

て
い
る
現
在
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対

策
を
再
編
成
」
し
、
幼
保
一
元
化
を
含
め

て
包
括
的
・
一
元
的
な
制
度
を
構
築
す
る

と
し
た
ほ
か
、
新
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
全

て
の
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
の
国
庫
補
助

負
担
金
、
労
使
拠
出
等
か
ら
な
る
財
源
を

一
本
化
し
て
市
町
村
に
包
括
的
に
交
付
す

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
包
括
交
付
金
（
仮

称
）」
を
導
入
す
る
と
の
考
え
も
示
し
た
。

市
町
村
の
権
限
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「
国
・
都
道
府
県
等
と
連
携
し
、
新
シ
ス

テ
ム
の
下
で
、
現
金
給
付
と
現
物
給
付
の

組
合
せ
（
配
分
）
や
給
付
メ
ニ
ュ
ー
の
設

定
（
選
択
）
な
ど
、
自
由
度
を
持
っ
て
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
給
付
を
設
計
」
と
指

摘
。
そ
の
際
に
は
、
▽
必
要
な
子
ど
も
に

サ
ー
ビ
ス
・
給
付
を
保
障
す
る
▽
質
の
確

保
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
▽
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
の
確
実
な
利
用
を
支
援
す
る
▽

サ
ー
ビ
ス
の
費
用
・
給
付
の
支
払
い
▽
計

画
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確
保
、
基

盤
の
整
備
―
責
務
を
負
う
よ
う
求
め
た
。

都
道
府
県
の
役
割
に
つ
い
て
は
、「
広
域

自
治
体
と
し
て
、
市
町
村
の
業
務
に
関
す

る
広
域
調
整
や
市
町
村
に
対
す
る
情
報
提

供
な
ど
」
市
町
村
が
制
度
を
円
滑
に
運
営

す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
求

め
る
と
と
も
に
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
施
策
の
う
ち
、
都
道
府
県
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
事
業
を
行
う
」
と
し
た
。

一
方
、
国
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
新
シ

ス
テ
ム
の
制
度
設
計
や
市
町
村
へ
の
子
ど

も
・
子
育
て
包
括
交
付
金
（
仮
称
）
の
交

付
な
ど
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
必
要
な
支

援
の
実
施
を
提
言
。
都
道
府
県
が
行
う
市

町
村
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
策
の
う
ち
、
広
域
自
治
体

と
し
て
市
町
村
を
支
援
す
る
事
業
や
都
道

府
県
事
業
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
適

当
と
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
「
新
シ
ス
テ

ム
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
検
討
」と
し
た
。

「
独
自
裁
量
で
上
乗
せ
給
付
」を
検
討

給
付
設
計
は
、
①
全
て
の
子
ど
も
・
子

育
て
家
庭
支
援
（
基
礎
給
付
）
②
子
ど
も

の
た
め
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
（
両
立
支
援
・
保

育
・
幼
児
教
育
給
付
（
仮
称
））
―
の
2

段
階
。
基
礎
給
付
で
は
、
子
ど
も
手
当
や

全
て
の
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た

個
人
へ
の
現
物
給
付
（
一
時
預
か
り
等
）

の
ほ
か
、
現
金
給
付
・
現
物
給
付
の
一
体

的
な
提
供
、
市
町
村
独
自
の
給
付
な
ど
を

挙
げ
た
。
さ
ら
に
、
現
金
・
現
物
給
付
の

一
体
的
な
提
供
で
は
、
個
人
給
付
の
一
部

に
つ
い
て
、
市
町
村
の
選
択
で
個
人
給
付

の
一
部
を
▽
就
学
後
の
学
校
給
食
費
等
と

し
て
学
校
に
支
払
う
▽
子
育
て
サ
ー
ビ

ス
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
等
に
利
用
可
能
な
利

用
券
等
の
方
式
で
給
付
を
行
う
―
こ
と
を

　

政
府
の
少
子
化
社
会
対
策
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
検
討
会
議
」（
共
同
議
長
・
荒
井
聰
国
家
戦
略
相
、
玄
葉
光
一
郎
少

子
化
相
、蓮
舫
行
政
刷
新
相
）
が
ま
と
め
た
基
本
制
度
案
要
綱
を
決
定
し
た
。

新
シ
ス
テ
ム
は
、
①
政
府
の
推
進
体
制
・
財
源
の
一
元
化
②
基
礎
自
治
体
の

重
視
③
幼
稚
園
・
保
育
所
の
一
体
化
④
社
会
全
体
（
国
・
地
方
・
事
業
主
・

個
人
）
に
よ
る
費
用
負
担
⑤
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
―
な
ど

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、「
実
施
主
体
は
市
町
村
（
基
礎

自
治
体
）」
と
し
、
全
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
の
財
源
を
一
本
化
し
て

市
町
村
に
包
括
的
に
交
付
す
る
仕
組
み
の
導
入
等
を
基
本
設
計
と
し
て
い

る
。
2
0
1
1
年
の
通
常
国
会
で
法
案
提
出
し
、
13
年
度
か
ら
の
実
施
を
目

指
す
。

「
包
括
交
付
金
」

「
包
括
交
付
金
」

―

子
ど
も
・
子
育
て
基
本
制
度
案
要
綱
を
決
定―

―

子
ど
も
・
子
育
て
基
本
制
度
案
要
綱
を
決
定―

「
包
括
交
付
金
」

「
包
括
交
付
金
」で

子
育
て
対
策
財
源
は
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可
能
と
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
考
え
を

示
し
た
。
一
方
、
両
立
支
援
・
保
育
・
幼

児
教
育
給
付
（
仮
称
）
は
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
幼
児

教
育
を
保
証
す
る
た
め
、
妊
娠
か
ら
放
課

後
対
策
ま
で
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
指
摘
。
幼
稚
園
・
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
は
そ
の
垣
根
を
取
り
払

い
、
幼
児
教
育
と
保
育
を
と
も
に
提
供
す

る
「
こ
ど
も
園
（
仮
称
）」
に
一
体
化
し

て
新
シ
ス
テ
ム
に
位
置
付
け
る
と
し
、「
小

規
模
保
育
」や「
短
時
間
利
用
者
向
け
」「
早

朝
・
夜
間
・
休
日
保
育
」
サ
ー
ビ
ス
な
ど

と
と
も
に
、「
幼
児
一
体
給
付（
仮
称
）」
の

対
象
と
す
る
と
し
た
。
併
せ
て
、
市
町
村

独
自
の
裁
量
で
上
乗
せ
給
付
が
可
能
と
な

る
仕
組
み
も
検
討
す
る
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、「
社

会
全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
支
え

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
社
会
全
体
（
国
・

地
方
・
事
業
主
・
個

人
）」で「
必
要
な
費

用
を
負
担
す
る
」
と

指
摘
。
国
と
地
方
の

恒
久
財
源
の
確
保
を

前
提
に
実
施
す
る
と

の
考
え
を
示
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
包

括
交
付
金
（
仮
称
）

に
つ
い
て
は
、
既
存

の
特
別
会
計（
勘
定
）

の
活
用
な
ど
で
「
子

ど
も
・
子
育
て
勘
定

（
仮
称
）」
を
設
け
て

財
源
を
統
合
し
、
自

由
度
を
持
っ
て
必
要

な
給
付
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
市
町

村
に
必
要
な
費
用
を

包
括
的
に
交
付
す
る

と
し
た
。
同
交
付
金

の
算
定
基
礎
に
つ
い
て
は
、
児
童
人
口
な

ど
の
客
観
的
な
指
標
を
基
本
に
し
、「
両

立
支
援
・
保
育
・
幼
児
教
育
給
付
（
仮
称
）

に
つ
い
て
需
要
量
に
応
じ
た
要
素
を
加
味

す
る
こ
と
な
ど
」
も
検
討
す
る
と
し
た
。

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
・

保
育
園
な
ど
の
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
へ
の

一
本
化
の
ほ
か
、
全
て
の
子
ど
も
に
質
の

高
い
幼
児
教
育
・
保
育
を
保
障
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、「
幼
稚
園
教
育
要
領
と

保
育
所
保
育
指
針
を
統
合
し
、
小
学
校
学

習
指
導
要
領
と
の
整
合
性
・
一
貫
性
を
確

保
し
た
新
た
な
指
針
（
こ
ど
も
指
針
（
仮

称
））」
を
創
設
す
る
と
指
摘
。
こ
ど
も
園

（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
の
円
滑
な

移
行
に
配
慮
し
つ
つ
、
学
校
法
人
や
社
会

福
祉
法
人
、
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

多
様
な
事
業
主
体
の
参
入
を
可
能
と
す
る

と
し
た
。
こ
ど
も
指
針
に
基
づ
い
て
提
供

さ
れ
る
幼
児
教
育
・
保
育
に
つ
い
て
は
、

「
資
格
の
共
通
化
を
始
め
と
し
た
こ
ど
も

園
（
仮
称
）
と
し
て
の
機
能
の
一
本
化
を

推
進
す
る
」
と
し
た
。

「
子
ど
も
家
庭
省
」
の
創
設
も

こ
の
ほ
か
、
新
シ
ス
テ
ム
を
一
元
的
に

実
施
す
る
た
め
の
「
子
ど
も
家
庭
省
（
仮

称
）」
の
創
設
に
向
け
た
検
討
と
と
も
に
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議（
仮
称
）」の
設
置

も
提
言
。同
会
議
は
、子
ど
も
・
子
育
て
支

援
の
サ
ー
ビ
ス
・
給
付
を
当
事
者
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
効

果
的
・
効
率
的
な
制
度
運
用
の
た
め
に
地

方
自
治
体
、
労
使
代
表
を
含
む
負
担
者
や

子
育
て
当
事
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
当
事

者
等
が
「
子
育
て
支
援
の
政
策
プ
ロ
セ
ス

等
に
参
画
・
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
」と
し
て
設
置
を
検
討
す
る
と
し
た
。

給
付
設
計
に
つ
い
て
は
、地
方
の
自
主
性

を
発
揮
す
る
観
点
か
ら
「
可
能
な
限
り
、

地
方
の
自
由
度
を
尊
重
す
る
こ
と
を
基

本
」と
し
た
ほ
か
、ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し

て
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る

仕
組
み
づ
く
り
も
行
う
方
針
を
示
し
た
。

工
程
に
つ
い
て
は
、
11
年
通
常
国
会
に

法
案
を
提
出
し
、
13
年
度
の
施
行
を
目
指

す
と
指
摘
。
国
・
地
方
の
恒
久
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
13
年
度
の
本
格
実
施
に
向
け

て
段
階
的
に
実
施
す
る
こ
と
や
、
現
金
・

現
物
給
付
の
一
体
的
提
供
な
ど
11
年
度
か

ら
実
施
で
き
る
も
の
は
前
倒
し
し
て
行
う

と
し
た
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
包

括
交
付
金
（
仮
称
）
な
ど
「
国
と
地
方
の

役
割
に
関
す
る
具
体
的
制
度
設
計
」
は
、

「
地
方
が
新
シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
地
方
の
意
見
を
反
映
」
す
る
と

し
た
ほ
か
、「
一
括
交
付
金
の
制
度
設
計

や
国
と
地
方
の
協
議
の
場
で
の
議
論
と
の

連
携
を
図
る
」
考
え
を
示
し
た
。

（
自
治
日
報
記
者　

高
橋
慧
）

子ども・子育て勘定（仮称）

＜財源の一元化＞

実施主体

（地域の実情に応じ、地域の裁量で配分）

税制改革

市町村
一般会計

こども園（仮称）
小規模保育サービス
病児・病後児保育サービス

乳児家庭全戸訪問
養育支援訪問
地域子育て支援拠点
児童館　等

幼保一体給付（仮称）

個人給付地域子育て支援

市町村独自給付

一時預かり等 子ども手当

都道府県
一般会計

国
一般会計

労使
事業主
本　人

市町村（基礎自治体）

特別会計

子ども・子育て
会議（仮称）

負担金・

中央

地方

拠出金

現金給付現物給付

基礎給付

放課後児童クラブ

などなど

など
など

補助金

負担金
補助金

子育て関連の国庫負担金・補助金・事業主
等からの拠出金を一本化し、交付金として
交付

両立支援・保
育・幼児教育
給付（仮称）

・市町村支援事業
・社会的養護などの
都道府県事業

（２階）

（１階）

※参考　制度設計のイメージ
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水
と
歴
史
の
愛
荘
町

愛
荘
町
は
滋
賀
県
の
中
央
部
、
琵
琶
湖

の
東
側
に
位
置
す
る
緑
豊
か
な
田
園
都
市

空
間
で
す
。
鈴
鹿
の
山
麓
か
ら
広
が
る
洪

積
丘
陵
と
扇
状
地
か
ら
な
り
、
南
に
は
一

級
河
川
愛
知
川
、
中
央
部
に
は
宇
曽
川
が

流
れ
、
水
田
が
町
域
の
約
4
割
を
占
め
て

い
ま
す
。古
く
か
ら
水
と
の
関
係
が
深
く
、

現
在
で
も
豊
富
な
地
下
水
を
求
め
て
、
飲

料
水
メ
ー
カ
ー
や
食
品
会
社
、
さ
ら
に
は

染
織
工
場
な
ど
、
多
数
の
企
業
が
進
出
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
愛
荘
町
に
は
国
宝
本
堂
「
大
悲

閣
」
な
ど
豊
か
な
寺
宝
を
有
す
る
湖
東
三

山
の
古
刹
金
剛
輪
寺
、
近
世
中
山
道
愛
知

川
宿
の
面
影
を
残
す
町
並
み
な
ど
、
古
か

ら
の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
文
化
遺
産
が

多
数
あ
り
ま
す
。

お
宝
自
慢
が
親
近
感
生
む

〜
む
ら
じ
ま
ん
標
示
板
〜

平
成
18
年
2
月
に
、
隣
接
す
る
秦
荘
町

と
愛
知
川
町
の
2
町
が
合
併
し
誕
生
し
た

愛
荘
町
は
、
合
併
後
で
も
人
口
約
2
万
人

と
、決
し
て
大
き
な
町
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
旧
町
域
が
異
な
る
と
や

は
り
互
い
の
地
域
の
様
子
が
分
か
り
に
く

く
、
4
年
の
月
日
を
経
て
も
馴
染
み
が
な

い
地
域
の
こ
と
は
知
る
機
会
も
な
く
、
町

愛荘町

Ｎ

琵琶湖

・・
△

氏
子
集
落
か
ら
の
9
基
の
曳
山
で
盛
り
上
が
る
堅
井
の
大
宮
大
祭

△

金
剛
輪
寺
本
堂
（
国
宝
）

あしょうさん

消
え
ゆ
く
文
化
を
保
存
活
用
し
、

地
域
の
魅
力
に

〜
町
の「
地
域
遺
産
」を
未
来
へ
〜

現地レポート町村独自のまちづくり

滋賀県 愛 荘 町愛 荘 町
あい しょう ちょう
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の
一
体
性
を
損
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
で
は
、
地
域
に

生
き
る
人
々
の
息
遣
い
を
知
れ
ば
町
民
の

一
体
感
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

来
訪
者
の
利
便
性
ア
ッ
プ
と
地
域
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
醸
成
を
狙
っ
て
、
町
内
58

自
治
会
に
伝
承
・
保
存
さ
れ
て
き
た
誇
れ

る
お
宝
を
「
む
ら
じ
ま
ん
」
と
題
し
、
自

治
会
名
と
と
も
に
標
示
し
た
2
2
1
枚
の

看
板
を
作
成
し
ま
し
た
。
看
板
は
主
に
集

落
（
自
治
会
）
の
入
り
口
と
な
る
道
路
わ

き
に
設
置
し
て
お
り
、「
む
ら
じ
ま
ん
」

の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
に
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
費
約
7
0
0
万
円
の
財
源
に
は
、

滋
賀
県
湖
東
圏
域
で
取
り
組
む
定
住
自
立

圏
推
進
協
議
会
か
ら
の
交
付
金
を
当
て
て

い
ま
す
。

設
置
後
は
驚
く
ほ
ど
多
く
の
反
応
が
あ

り
、「
知
ら
な
か
っ
た
集
落
の
場
所
が
分

か
っ
た
」、「
自
慢
の
内
容
が
面
白
い
」、「
個

性
的
な
写
真
を
み
て
親
近
感
が
わ
い
た
」

な
ど
、
そ

の
内
容
も

様
々
。
こ

の
標
示
板

は
、
地
元

の
住
人
が

懐
か
し
む

だ
け
で
な

く
、
町
を

訪
れ
る
人

や
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
も
埋
も
れ
た
宝

を
「
発
見
」
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
効

果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

知
る
機
会
が
な
か
っ
た
地
域
に
触
れ
る

こ
と
で
、
町
が
一
体
に
な
れ
ば
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

中
山
道
の
面
影
残
す
愛
知
川
商
店
街

〜
和
菓
子
の
菓
子
型
〜

中
山
道
に
沿
っ
た
愛
知
川
商
店
街
に
あ

る
、
三
店
舗
の
菓
子
店
、
小
松
屋
老
舗
、

し
ろ
平
老
舗
お
よ
び
さ
か
え
屋
に
は
干
菓

子
な
ど
に
使
用
す
る
大
量
の
菓
子
型
を
所

有
し
て
お
り
、
総
じ
て
明
治
30
年
か
ら
平

成
の
初
め
に
か
け

て
蓄
積
さ
れ
て
き

た
も
の
で
す
。
明

治
か
ら
大
正
、
昭

和
さ
ら
に
平
成
と

お
お
よ
そ
の
編
年

が
可
能
で
あ
り
、

各
時
代
の
地
域
的

な
要
求
の
中
で
ど
の
よ
う
な
干
菓
子
が
作

ら
れ
て
き
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
京
都
の

よ
う
な
繊
細
な
菓
子
型
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
性
が
強
く
表
れ
た
貴
重
な
地
域

文
化
資
源
で
す
。

消
え
ゆ
く
手
し
ご
と
の
復
興
と
継
承

〜
び
ん
細
工
手
ま
り
〜

こ
の
地
域
は
、
古
代
先
進
的
な
土
木
・

灌
漑
技
術
を
も
っ
た
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡

来
人
「
依
智
秦
氏
（
え
ち
は
た
う
じ
）」

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
秦

氏
が
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
る
養
蚕
・
製

糸
・
紡
績
の
技
術
や
、
良
質
な
水
の
あ
る

自
然
環
境
、
中
山
道
の
宿
場
町
、
近
江
商

人
の
活
躍
な
ど
い
く
つ
も
の
要
素
が
作
用

し
あ
っ
て
、
太
鼓
、
酒
、
和
菓
子
づ
く
り
、

さ
ら
に
は
近
江
上
布
や
近
江
刺
繍
と
い
っ

た
染
織
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
し
ご

と
を
生
み
出
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な

手
し
ご
と
は
、

身
近
な
暮
ら
し

の
な
か
で
受
け

継
が
れ
て
お

り
、
そ
の
代
表

が
び
ん
細
工
手
ま
り
で
す
。
び
ん
細
工
手

ま
り
と
は
、
フ
ラ
ス
コ
型
の
ガ
ラ
ス
び
ん

の
中
に
、
び
ん
の
口
よ
り
大
き
な
手
ま
り

を
封
じ
こ
め
た
不
思
議
な
工
芸
品
で
す
。

そ
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
丸
く
て
中
が
よ
く
見
え
る
（
丸
く
仲

良
く
）
こ
と
か
ら
縁
起
物
と
し
て
進
物
に

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
当
町
で
も
江
戸
末

期
に
嫁
入
り
道
具
と
し
て
持
参
さ
れ
た
も

の
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
初
期
ま

で
は
裁
縫
塾
を
中
心
に
全
国
各
地
に
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
る
び
ん
細
工
で
す
が
、

高
度
経
済
成
長
な
ど
変

動
の
な
か
、
多
く
の
手

し
ご
と
と
同
様
に
そ
の

姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。
当
町
で
は
、
明

治
期
に
裁
縫
塾
で
び
ん

細
工
を
習
得
し
継
承
し

て
い
た
女
性
が
逝
去
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和

49
年
に
教
育
委
員
会
の

呼
び
か
け
で
貴
重
な
技

術
継
承
の
た
め
保
存
会

△

農
業
体
験
講
座
：
耕
運
機
の
取
り
扱
い
講
習

△
島
前
３
町
村
で
、
唯
一
の
島
根
県
立
隠
岐
島

前
高
等
学
校
で
あ
る
。

△

「
ふ
る
さ
と
体
験
塾
」
伝
統
技
術
が
人
か
ら
人
へ
受
け
継
が
れ
ま
す
。
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が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
制
作
工
程

は
、
伝
承
の
方
法
に
改
良
を
加
え
、
さ
ら

に
保
存
会
会
員
が
工
夫
し
て
発
展
さ
せ
た

も
の
で
す
。

旧
愛
知
川
町
で
は
、
平
成
8
年
の
町
観

光
協
会
発
足
を
機
に
、
び
ん
細
工
手
ま
り

を
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う
と
取
り
上
げ

る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
技
術
向
上
と
後

継
者
育
成
の
た
め
、
び
ん
細
工
手
ま
り
の

指
導
者
養
成
講
座
を
実
施
し
、
町
の
伝
承

工
芸
品
と
し
て
の
確
立
を
目
指
し
ま
し

た
。
平
成
11
年
に
は
意
匠
登
録
も
さ
れ
、

現
在
で
は
び
ん
細
工
手
ま
り
制
作
が
町
内

中
学
校
の
選
択
授
業
に
採
用
さ
れ
て
お

り
、
若
い
世
代
へ
技
術
の
継
承
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
結
成
時
19
人
だ
っ
た
保
存

会
の
会
員
は
、
今
で
は
2
0
0
人
近
く
に

な
り
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
京
都

駅
や
東
京
駅
、
韓
国
な
ど
で
も
展
示
や
実

演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
が
平
成
10
年
か
ら
行
っ
て
い
る
び
ん

細
工
手
ま
り
の
制
作
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ふ

る
さ
と
体

験
塾
」
に

は
、
こ
れ

ま
で
全
国

各
地
か
ら

3
0
0
人

以
上
の
方

に
参
加
い

た
だ
き
ま

し
た
。
一

方
、
び
ん
細
工
手
ま
り
の
販
売
は
近
江
鉄

道
愛
知
川
駅
構
内
の
「
愛
知
川
駅
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス　

る
ー
ぶ
る
愛
知
川
」
で

の
み
行
っ
て
お
り
、
結
婚
や
新
築
祝
い
な

ど
慶
事
の
引
き
出
物
と
し
て
順
調
に
売
上

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

町
民
が
気
軽
に
憩
う
空
間

〜
ゆ
う
が
く
の
郷
〜

平
成
12
年
12
月
に
、
び
ん
細
工
手
ま
り

の
常
設
展
示
施
設
で
あ
る
「
び
ん
て
ま
り

の
館
（
や
か
た
）」
が
、
愛
知
川
図
書
館

と
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
と
の
複
合
施
設
「
ゆ

う
が
く
の
郷
（
敷
地
面
積
約
3
、
3
0
0

㎡
）」
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
愛
知
川

図
書
館
は
地
域
の
情
報
庫
と
し
て
、
図
書

や
雑
誌
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
新
聞
の

折
り
込
み
広
告
、
古
い
写
真
、
ホ
タ
ル
や

お
地
蔵
さ
ん
と
い
っ
た
ま
ち
の
風
景
を
利

用
者
か
ら
収
集
し
て
発
信
す
る
「
ま
ち
の

こ
し
カ
ー
ド
」
な
ど
、
地
域
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
し
発
信
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
び
ん
て
ま
り
の
館
と
連
携
し

て
、
手
し
ご
と
や
芸
術
、
地
域
の
歴
史
文

化
の
発
展
の
た
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
幅
広
い
活
動

が
認
め
ら
れ
、
平
成
19
年
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
知
的
資
源
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｉ
Ｒ

Ｉ
）
が
主
催
す
る
「Library of the 

Y
ear

（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

オ
ブ 

ザ 

イ

ヤ
ー
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町

内
の
も
う
ひ
と
つ
の
図
書
館
で
あ
る
秦
荘

図
書
館
と
と
も
に
、
人
口
2
万
人
以
上
3

万
人
未
満
の
自
治
体
の
な
か
で
、
全
国
1

位
の
貸
出
冊
数
を
記
録（
21
年
度
末
調
査
）

す
る
な
ど
、
図
書
館
は
住
民
の
暮
ら
し
の

な
か
に
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。施
設
は
、

オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
す
べ
て
の
人
が
気
軽

に
訪
れ
、
知
識
や
経
験
を
共
有
し
て
交
流

で
き
る
場
所
、
楽
し
み
な
が
ら
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
、
い

つ
も
あ
た
ら
し
い
発
見
が
あ
り
何
度
も
訪

れ
た
く
な
る
居
場
所
の
よ
う
な
空
間
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。平
成
21
年
に
は
、

町
議
会
で
「
愛
荘
町
ま
ち
じ
ゅ
う
読
書
の

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
読
書
文
化
推
進
に

向
け
て
図
書
館
の
活
動
が
さ
ら
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

三
町
合
同
企
画
展
で
新
た
な
縁
を

つ
む
ぐ
　
〜
近
江
上
布
〜

偶
然
の
き
っ
か
け
か
ら
、
群
馬
県
東
吾

妻
町
、
徳
島
県
藍
住
町
そ
し
て
本
町
、
滋

賀
県
の
愛
荘
町
と
い
う
そ
れ
ま
で
全
く
縁

の
な
か
っ
た
三
町
が
、
平
成
21
年
9
月
、

東
京
で
合
同
企
画
展
「
麻
・
藍
・
布
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

群
馬
県
東
吾
妻
町
は
知
る
人
ぞ
知
る
日

本
一
の
麻
で
あ
る
「
岩
島
の
麻
」
を
産
し
、

徳
島
県
藍
住
町
は
阿
波
藍
の
故
郷
で
す
。

一
方
、
愛
荘
町
は
伝
統
の
近
江
上
布
の
産

地
で
す
。
麻
と
藍
は
、
日
本
人
が
古
く
か

ら
親
し
ん
で
き
た
布
で
あ
り
、
天
然
染
料

で
す
。
江
戸
時
代
、
日
本
四
大
麻
布
と
言

わ
れ
た
も
の
に
、
薩
摩
上
布
、
越
後
縮
、

奈
良
晒
お
よ
び
高
宮
布
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
薩
摩
上
布
、
越
後
縮
な
ら
び
に

奈
良
晒
は
同
じ
麻
で
も
苧
麻
（
ち
ょ
ま
）

布
で
す
が
、
今
日
の
近
江
上
布
の
ル
ー
ツ

と
い
え
る

「
高
宮
布
」

は
麻（
大
麻
）

を
素
材
と
し

て
い
る
非
常

に
稀
な
布
で

す
。
麻
は
苧

麻
に
比
べ
荒

く
品
質
の
劣

△

ゆ
う
が
く
の
郷
（
び
ん
て
ま
り
の
館
）
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フォーラム

る
も
の
と
思
わ
れ
一
般
的
に
野

良
着
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
高
い
技
術
力
に
よ
っ
て

細
微
で
光
沢
を
持
つ
品
格
の
あ

る
布
に
仕
立
て
た
も
の
が
「
高

宮
布
」
で
あ
り
、
近
江
上
布
は

こ
の
歴
史
と
伝
統
を
発
展
さ
せ

た
も
の
で
す
。「
高
宮
布
」
に

は
縞
柄
等
に
藍
染
め
が
多
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
麻
と
藍

そ
し
て
麻
布
を
縁
と
し
て
、
三

町
合
同
展
示
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
で
の
展
示
会
で
は
約
1
、
5
0
0
人
余

り
の
来
館
者
が
あ
り
、
麻
挽
き
（
精
錬
作

業
）、
苧
績
み
（
麻
糸
を
紡
ぐ
）、
藍
建
て

（
染
料
作
り
）、
藍
染
め
、
あ
る
い
は
麻
の

手
機
織
り
や
麻
布
の
シ
ボ
付
け（
皺
加
工
）

な
ど
、
他
で
は
な
か
な

か
見
学
や
体
験
で
き
な

い
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
、
大
変
好
評
を
博
し

ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
三
町

合
同
展
示
会
が
徳
島
県

藍
住
町
で
8
月
11
日

（
水
）
か
ら
9
月
20
日

（
月
）
に
か
け
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
阿
波
踊
り

の
期
間
と
も
重
な
り
、
昨
年
以
上
の
反
響

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
23
年

度
は
本
町
、
平
成
24
年
度
は
群
馬
県
東
吾

妻
町
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

深
い
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
背
景
に
あ
っ

た
と
は
い
え
、
妙
な
縁
か
ら
地
域
文
化
資

源
に
息
吹
を
吹
き
込
み
、
活
性
化
で
き
る

機
会
を
得
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
あ

り
、
こ
の
好
機
を
今
後
と
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

希
少
建
物
に
保
存
運
動
が
起
こ
る

〜
旧
愛
知
郡
役
所
〜

旧
郡
役
所
は
、
全
国
に
も
32
棟
程
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
滋
賀
県
で
は
唯

一
で
す
。
愛
知
郡
役
所
は
愛
知
郡
内
の
町

村
を
監
督
す
る
役
所
と
し
て
1
9
2
2

（
大
正
11
）
年
に
現
在
の
地
に
建
設
さ
れ

た
近
代
洋
風
建
築
で
す
。
し
か
し
、
建
設

か
ら
4
年
後
に
は
郡
役
所
制
度
が
廃
止
さ

れ
庁
舎
は
郡
教
育
会
や
県
に
移
管
。
そ
の

後
建
物
は
郡
農
会
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
戦

後
に
な
っ
て
土
地
と
共
に
農
協
の
所
有
と

な
り
愛
知
郡
産
業
会
館
と
呼
ば
れ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。
内
部
か
ら
発
見
さ
れ
た

貴
重
な
文
書
と
と
も
に
、
愛
知
郡
の
郡
都

で
あ
っ
た
証
と
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
地
域
の
人
々
の
営
み
の
歴
史
を
示
す

重
要
な
建
物
で
あ
り
、
歴
史
的
、
建
築
学

的
価
値
は
十
分
と
い
え
ま
す
。

現
在
、
旧
愛
知
郡
役
所
の
建
物
は
老
朽

化
し
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
愛
知
郡

の
象
徴
的
な
近
代
建
築
で
あ
り
、
ま
さ
し

く
誇
れ
る
地
域
文
化
資
源
と
い
え
ま
す
。

最
近
に
な
り
、
住
民
の
中
か
ら
こ
の
建
物

の
保
存
運
動
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
現

代
的
な
再
生
に
よ
っ
て
、
文
化
、
芸
術
、

観
光
あ
る
い
は
産
業
の
振
興
に
生
か
せ
れ

ば
、
町
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
保
存
に
向
け
て
の
運
動

は
ま
だ
紆
余
曲
折
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
多
く
の
方
々
の
理
解
を
得
て
保
存
活

用
が
図
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
残
し
て
い
き
た

い
も
の
は
こ
れ
だ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
身
近
な
も
の
の
中
に
も
、
愛
荘
町

の
魅
力
に
気
付
か
せ
る
も
の
、
あ
る
い
は

魅
力
あ
る
地
域
を
築
く
財
産
と
な
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
愛
荘
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
活
性
化
さ
せ
る
可
能
性
を
秘

め
た
こ
の
地
域
遺
産
を「
未
来
遺
産
」に
す

べ
く
私
た
ち
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
愛
荘
町　

政
策
調
整
室
）

△

三
町
合
同
展
示
会

△

滋
賀
県
で
唯
一
現
存
す
る
旧
愛
知
郡
役
所

△ 近江鉄道愛知川駅前のびん細工てまり型郵便ポスト
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活 動

事
業
概
要

　

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅
の
火
災

に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た

め
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
消
費
生
活
協
同
組
合
法
に

準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し
て
発
足
し
、
火
災
共
済
事

業
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
行
で
、
町
村
職
員
の
自
動
車
の
保
有
も
増
加
、

こ
れ
に
比
例
し
自
動
車
事
故
も
多
発
化
し
、
偶
然
の

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済
負

担
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り

自
動
車
共
済
事
業
を
併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開

始
以
来
、
事
業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同

互
助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定

に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り

で
、
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
一
五
、
〇
九

二
人
（
七
・
八
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

　

火
災
共
済
事
業
は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
二
、

三
七
〇
件
（
二
・
三
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
掛
金

も
前
年
度
比
二
、
〇
九
九
万
余
円
（
一
・
五
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数

で
前
年
度
よ
り
二
一
一
件
（
〇
・
七
％
）
の
減
と
な

り
、
共
済
掛
金
は
前
年
度
比
四
万
余
円
の
増
と
な
っ

た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

二
、
八
五
三
台
（
一
・
三
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
は
八
、
九
五
〇
万
余
円
（
一
・
六
％
）
の
減
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
共
済
金
の
支

払
は
、
火
災
共
済
事
業

で
前
年
度
比
二
九
八
件

（
五
二
・
〇
％
）
の
減

と
な
り
、
共
済
金
合
計

に
お
い
て
も
一
億
四
、

四
二
五
万
余
円（
二
六
・

四
％
）の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
風
水
雪
害
特
約

共
済
金
の
給
付
に
つ
い

て
は
前
年
度
比
三
件

（
五
・
九
％
）
の
減
と

な
り
、
共
済
金
合
計
に

お
い
て
は
四
、
六
八
五

万
余
円
（
一
四
三
・

〇
％
）の
増
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
災
害
見
舞
金

の
給
付
件
数
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
五
七
件
に

比
し
一
六
件
、
災
害
見
舞
金
に
し
て
一
三
七
万
余
円

の
給
付
が
あ
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

一
一
二
件
（
一
・
四
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
金
合

計
に
お
い
て
は
四
七
四
万
余
円
（
〇
・
二
％
）
の
増

と
な
っ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を
も
っ
て
す
る
事

業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配
分
率
は
、
火
災
共
済
が
二

三
％
程
度
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
が
二
二
％
程
度
、

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

表 1　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成21年度 177,677人 17,246,860口 1,724,686,040円 
平成20年度 192,769　 18,588,740　 1,858,874,020　 
比 較 増 減 △ 15,092　 △ 1,341,880　 △ 134,187,980　
増   減   率 △ 7.8% △ 7.2% △ 7.2%
平成19年度 195,129　 18,784,416　 1,878,441,680　 
平成18年度 198,056　 19,117,379　 1,911,737,920　 
（注）△印は減を示す。
 　　 出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）

733,240円を含む。

表 2　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成21年度 99,727件 22,934,524口 1,378,430,210円 
平成20年度 102,097　 23,302,186　 1,399,427,430　 
比 較 増 減 △ 2,370　 △ 367,662　 △ 20,997,220　
増   減   率 △ 2.3% △ 1.6% △ 1.5%
平成19年度 104,510　 23,626,516　 1,419,510,090　 
平成18年度 107,114　 23,951,638　 1,440,040,750　 
（注）△印は減を示す。

表 3　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成21年度 28,339件 6,337,008口 317,368,610円 
平成20年度 28,550　 6,330,867　 317,321,670　 
比 較 増 減 △ 211　 6,141　 46,940　
増   減   率 △ 0.7% 0.1% 0.0%
平成19年度 28,728　 6,303,344　 315,935,670　 
平成18年度 28,859　 6,263,384　 313,905,670　 
（注）△印は減を示す。

表 4　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平成21年度 209,041台 5,662,001,500円 
平成20年度 211,894　 5,751,511,310　 
比 較 増 減 △ 2,853　 △ 89,509,810　
増   減   率 △ 1.3% △ 1.6%
平成19年度 214,286　 5,401,115,700　 
平成18年度 217,211　 5,514,356,940　 
（注）△印は減を示す。

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
一
年
度
事
業
概

要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款
の

規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平

成

二
十
一
年
度

表 5　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成21年度 275件 350,616,756円 275件 39,263,408円 119件 11,583,708円 4件 1,000,711円 402,464,583円 29.2％
平成20年度 573　 484,116,949　 573　 47,977,490　 249　 13,849,409　 4　 775,000　 546,718,848　 39.1　
比 較 増 減△ 298　△ 133,500,193　 △ 298　 △ 8,714,082　△ 130　 △ 2,265,701　 0　 225,711　 △ 144,254,265　 △ 9.9　
増   減   率 △ 52.0% △ 27.6% △ 52.0% △ 18.2%△ 52.2% △ 16.4% 0.0% 29.1% △ 26.4% －　
平成19年度 505　 386,695,931　 505　 38,042,374　 174　 8,168,607　 3　 1,007,500　 433,914,412　 30.6　
平成18年度 618　 530,736,371　 619　 50,368,210　 262　 14,175,305　 6　 1,038,360　 596,318,246　 41.4　
（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済金支払状況

区　分 特 約 共 済 金 臨 時 費 用 共 済 金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成21年度 48件 70,096,543円 48件 8,459,499円 25件 1,071,699円 79,627,741円 25.1％ 
平成20年度 51　 27,720,432　 51　 4,158,084　 38　 896,160　 32,774,676　 10.3　 
比 較 増 減 △ 3　 42,376,111　 △ 3　 4,301,415　 △ 13　 175,539　 46,853,065　 14.8　
増   減   率 △ 5.9％ 152.9％ △ 5.9％ 103.4％ △ 34.2％ 19.6％ 143.0％ －　
平成19年度 65　 68,343,475　 65　 10,251,551　 31　 1,407,130　 80,002,156　 25.3　
平成18年度 146　 124,378,465　 146　 17,969,491　 86　 3,204,291　 145,552,247　 46.4　
（注）△印は減を示す。
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活 動

自
動
車
共
済
が
一
九
％
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

1
、
組
合
加
入
の
状
況

　

平
成
二
十
一
年
度
は
、
共
済
契
約
の
な
い
組
合
員

の
整
理
を
実
施
（
約
一
二
、
〇
〇
〇
人
脱
退
）
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
末
現
在
の
組
合
員

数
は
一
七
七
、
六
七
七
人
で
前
年
度
に
比
し
一
五
、

〇
九
二
人
（
七
・
八
％
）
減
少
し
た
。
ま
た
、
出
資

金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
し
一
億
三
、
四
一
八

万
余
円
（
七
・
二
％
）
減
の
一
七
億
二
、
四
六
八
万

余
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
年
度
に
お
け
る
割
戻
金

の
一
部
を
出
資
金
に
充
当
し
た
額
は
一
、
七
八
三
万

余
円
と
な
っ
た
。

2
、
共
済
契
約
状
況

⑴
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

契
約
件
数
は
九
九
、
七
二
七
件

で
前
年
度
に
比
し
二
、
三
七
〇
件

（
二
・
三
％
）
減
少
し
、
契
約
口

数
も
三
六
七
、
六
六
二
口
（
一
・

六
％
）
減
少
し
た
。
共
済
掛
金
は

一
三
億
七
、
八
四
三
万
余
円
で
、

前
年
度
よ
り
二
、
〇
九
九
万
余
円

（
一
・
五
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
件
当
り
平

均
口
数
は
二
二
九
口
（
二
、
二
九
〇
万
円
）
と
な
り

前
年
度
よ
り
一
口
（
十
万
円
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

特
約
付
加
件
数
は
二
八
、
三
三
九
件
で
前
年
度
に

比
し
二
一
一
件
（
〇
・
七
％
）
減
少
し
た
。
特
約
共

済
掛
金
は
、
三
億
一
、
七
三
六
万
余
円
で
前
年
度
よ

り
四
万
余
円
の
増
と
な
っ
た
。
な
お
、
火
災
共
済
契

約
件
数
に
対
す
る
特
約
付
加
件
数
の
割
合
は
二
八
・

四
％
で
あ
っ
た
。

⑵
自
動
車
共
済
事
業

　

契
約
台
数
は
二
〇
九
、
〇
四
一
台
と
前
年
度
に
比

し
二
、
八
五
三
台
（
一
・
三
％
）
減
少
し

た
。
共
済
掛
金
は
五
六
億
六
、
二
〇
〇
万

余
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
八
、
九
五
〇

万
余
円
（
一
・
六
％
）
減
と
な
っ
た
。
ま

た
、
一
台
当
り
の
平
均
共
済
掛
金
額
は
二

七
、
〇
八
五
円
と
な
っ
た
。

3
、
共
済
事
故
状
況

⑴
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
共
済
金
で
二
九
八
件

（
五
二
・
〇
％
）
減
の
二
七
五
件
、
臨
時
費
用
共
済

金
で
二
九
八
件
（
五
二
・
〇
％
）
減
の
二
七
五
件
、

残
存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
一
三
〇
件
（
五
二・

二
％
）
減
の
一
一
九
件
、
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
で

は
昨
年
と
同
じ
四
件
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
前

年
度
に
比
し
一
億
四
、四
二
五
万
余
円
（
二
六
・
四
％
）

減
の
四
億
二
四
六
万
余
円
と
な
り
、
損
害
率
は
前
年

度
よ
り
九
・
九
ポ
イ
ン
ト
低
い
二
九
・
二
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額
と
し

て
、
一
億
六
、
一
一
〇
万
余
円
の
火
災
共
済
支
払
備

金
を
計
上
し
、
平
成
二
十
二
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と

な
っ
た
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
特
約
共
済
金
で
三
件

（
五
・
九
％
）
減
の
四
八
件
、
臨
時
費
用
共
済
金
で

三
件
（
五
・
九
％
）
減
の
四
八
件
、
残
存
物
取
片
づ

け
費
用
共
済
金
で
一
三
件
（
三
四
・
二
％
）
減
の
二

五
件
と
な
り
、共
済
金
の
合
計
は
前
年
度
に
比
し
四
、

六
八
五
万
余
円
（
一
四
三
・
〇
％
）
増
の
七
、
九
六

二
万
余
円
と
な
り
、
損
害
率
は
全
体
で
前
年
度
よ
り

一
四
・
八
ポ
イ
ン
ト
高
い
二
五
・
一
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額
と
し

て
、
三
、
二
〇
七
万
余
円
の
風
水
雪
害
特
約
共
済
支

払
備
金
を
計
上
し
、
平
成
二
十
二
年
度
に
繰
越
す
こ

と
と
な
っ
た
。

③
見
舞
金

　

前
年
度
に
比
し
件
数
で
四
一
件
減
の
一
六
件
、
見
舞

金
額
で
九
三
五
万
円
減
の
一
三
七
万
余
円
と
な
っ
た
。

⑵
自
動
車
共
済
事
業

ア
共
済
金

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
対
物
賠
償
で
一
六
二

件
（
二
・
二
％
）
減
の
七
、
一
九
七
件
、
対
人
賠
償

で
は
五
〇
件
（
六
・
二
％
）
増
の
八
五
一
件
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
し
対
物

賠
償
で
二
、
五
九
四
万
余
円
（
一
・
八
％
）
減
の
一

三
億
九
、
三
六
四
万
余
円
、
対
人
賠
償
に
お
い
て
は

三
、
〇
六
八
万
余
円
（
五
・
一
％
）
増
の
六
億
三
、

三
一
二
万
余
円
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
前
年
度

に
比
し
四
七
四
万
余
円
（
〇
・
二
％
）
増
の
二
〇
億

二
、
六
七
六
万
余
円
と
な
っ
た
。
損
害
率
は
全
体
で

前
年
度
よ
り
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
高
い
三
五
・
八
％
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
事
故
の
う
ち
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額
と
し

て
、
一
三
億
三
、
四
五
七
万
円
の
自
動
車
共
済
支
払

備
金
を
計
上
し
、
平
成
二
十
二
年
度
へ
繰
越
す
こ
と

と
な
っ
た
。

イ
臨
時
費
用

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷
害
で
二
件
（
三
・

八
％
）
増
の
五
五
件
、
死
亡
は
四
件
（
五
七
・
一
％
）

増
の
一
一
件
と
な
っ
た
。
ま
た
臨
時
費
用
の
金
額
は

傷
害
で
六
万
円
（
三
・
八
％
）
増
の
一
六
五
万
円
、

死
亡
は
四
七
万
円
（
七
四
・
六
％
）
増
の
一
一
〇
万

円
と
な
り
、
臨
時
費
用
の
合
計
は
、
前
年
度
に
比
し

五
三
万
円
（
二
三
・
九
％
）
増
の
二
七
五
万
円
と
な
っ

た
。

表 7　見舞金支払状況
区　分 件　数 見舞金 一件当りの見舞金

平成21年度 16件 1,378,000円 86,125円
平成20年度 57　 10,731,000　 188,263　
比 較 増 減 △ 41　 △ 9,353,000　 △ 102,138　
増   減   率 △ 71.9％ △ 87.2％ △ 54.3％
平成19年度 221　 50,302,000　 227,611　
平成18年度 56　 14,664,000　 261,857　
（注）△印は減を示す。

表 8　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成21年度 7,197件 1,393,641,029円 851件 633,128,188円 8,048件 2,026,769,217円 35.8％
平成20年度 7,359　 1,419,582,809　 801　 602,441,943　 8,160　 2,022,024,752　 35.2　
比 較 増 減 △ 162　 △ 25,941,780　 50　 30,686,245　 △ 112　 4,744,465　 0.6　
増   減   率 △ 2.2％ △ 1.8％ 6.2％ 5.1％ △ 1.4％ 0.2％ －　
平成19年度 7,314　 1,457,292,860　 785　 1,085,223,395　 8,099　 2,542,516,255　 47.1　
平成18年度 8,294　 1,589,593,286　 884　 1,110,898,804　 9,178　 2,700,492,090　 49.0　
（注）△印は減を示す。

表 9　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

平成21年度 55件 1,650,000円 11件 1,100,000円 66件 2,750,000円
平成20年度 53　 1,590,000　 7　 630,000　 60　 2,220,000　
比 較 増 減 2　 60,000　 4　 470,000　 6　 530,000　
増   減   率 3.8％ 3.8％ 57.1％ 74.6％ 10.0％ 23.9％
平成19年度 67　 2,010,000　 9　 900,000　 76　 2,910,000　
平成18年度 173　 5,290,000　 27　 2,710,000　 200　 8,000,000　

表10 
貸借対照表 平成22年３月31日現在 損益計算書 自：平成21年４月１日

（単位：千円） 至：平成22年３月31日

資
産

１. 流動資産 23,380,324 （単位：千円）
　　　  預金 7,965,986 

収
入

１. 共済掛金 7,357,800 
　　　  有価証券 14,396,426 ２. 共済契約準備金戻入 5,928,464 
　　　  その他 1,017,910 　　　 支払備金戻入 1,138,314 
２. 固定資産 216,152 　　　 責任準備金戻入 4,790,150 

合　　計 23,596,476 ３. 資産運用収益 235,981 

負
債
・
純
資
産

１. 共済契約準備金 12,623,582 ４. 雑収入 16,375 
　　　 支払備金 1,527,743 合　　計 13,538,620 
　　　 責任準備金 11,095,839 

支
出

１. 支払共済金 2,508,861 
２. 流動負債 505,963 ２. 見舞金等 4,128 
　　　 負債計 13,129,546 ３. 管理費及び諸経費 2,421,354 
１. 出資金 1,723,952 ４. 共済契約準備金繰入 6,342,558 
２. 法定準備金 5,517,825 　　　 支払備金繰入 1,527,743 
３. 地震等災害見舞金積立金 1,153,532 　　　 責任準備金繰入 4,814,815 
４. 当期未処分剰余金 2,071,619 合　　計 11,276,901 
（うち当期剰余金） （1,947,219） 経常剰余金 2,261,719 
　　　　  純資産計 10,466,930 法人税等 314,500 

合　　計 23,596,476 当期剰余金 1,947,219 
（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）
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町
は
、
大
地
震
や
津
波
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
地
域
住
民
が
自
ら
防
災
活
動
に
取
り
組

む
よ
う
、
補
助
金
を
創
設
し
自
主
防
災
組
織

の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
今
年
が
チ
リ
地
震

津
波
か
ら
50
年
目
に
当
た
る
こ
と
も
あ
り
、

今
年
度
内
に
全
て
の
地
区
で
組
織
化
す
る
よ

う
働
き
か
け
を
強
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
近
い
将
来
に
宮
城
県
沖
地
震
の

発
生
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

2
0
0
6
年
度
に
「
自
主
防
災
組
織
育
成
事

業
補
助
金
」
を
創
設
、
町
内
の
行
政
区
等
単

位
で
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
防
災
資
機
材

の
購
入
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
補
助

内
容
は
、
①
組
織
設
立
準
備
経
費
（
定
額
2

万
円
＋
5
0
0
円
×
構
成
世
帯
数
・
上
限
5

万
円
）
②
防
災
資
機
材
調
達
経
費
（
総
額
の

50
％
補
助
・
上
限
15
万
円
）－

の
2
種
類
で
、

い
ず
れ
も
1
回
の
み
交
付
。
今
年
度
予
算
に

は
1
5
0
万
円
を
計
上
し
た
。

　

対
象
地
区
は
62
あ
る
が
、
現
在
、
自
主
防

災
組
織
の
設
立
は
38
地
区
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
消
防
と
協
力
し
て

各
地
域
に
出
向
い
た
り
区
長
会
な
ど
の
席
で

設
立
の
呼
び
か
け
を
強
化
す
る
。

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、「
協
働
事
業
提
案
制
度
」

を
開
始
し
た
。
町
内
で
活
動
す
る
団
体
に
よ

る
、
高
齢
者
が
気
軽
に
つ
ど
い
交
流
で
き
る

「
地
域
の
茶
の
間
」
の
運
営
な
ど
の
活
動
を
、

補
助
金
の
交
付
な
ど
を
通
じ
て
支
援
す
る
も

の
。

　

提
案
事
業
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、

▽
先
進
性
、
先
駆
性
等
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
公

益
的
、
社
会
貢
献
的
な
活
動
▽
事
業
を
提
案

す
る
団
体
自
ら
が
実
施
す
る
活
動
―
な
ど
の

全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
。ま
た
、

支
援
を
受
け
る
団
体
は
、
▽
概
ね
3
人
以
上

で
構
成
▽
1
年
以
上
継
続
し
て
活
動
す
る
見

込
み
が
あ
る
―
な
ど
も
条
件
。▽
営
利
目
的
、

公
益
性
が
低
い
▽
政
治
、
宗
教
、
選
挙
活
動

―
な
ど
の
場
合
は
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

補
助
金
は
、
活
動
経
費
の
う
ち
適
正
と
認

め
ら
れ
る
費
用
の
3
分
の
2（
上
限
20
万
円
）

を
補
助
（
最
長
3
年
間
）。
こ
の
ほ
か
の
支

援
で
は
、
他
の
団
体
と
協
力
し
て
活
動
し
た

い
と
き
な
ど
に
必
要
に
応
じ
て
役
場
が
連
絡

調
整
す
る
な
ど
の
支
援
も
あ
る
。
支
援
対
象

活
動
に
は
、
地
域
の
茶
の
間
の
ほ
か
、
子
ど

も
と
保
護
者
が
気
軽
に
つ
ど
い
、
交
流
で
き

る
場
の
提
供
や
、
結
婚
に
向
け
た
支
援
活
動

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
体
に
巻
く
だ
け
で
手
軽

に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ

ク
が
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
タ
ボ
タ
オ
ル

「
メ
タ
友
タ
オ
ル
」
を
5
0
0
枚
作
製
し
た
。

特
定
健
康
診
査
で
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と

な
っ
た
人
を
対
象
に
、
9
月
頃
か
ら
配
付
す

る
予
定
。

　

メ
タ
ボ
タ
オ
ル
の
長
さ
は
、
男
性
用
が
85

セ
ン
チ
、
女
性
用
が
90
セ
ン
チ
。
特
定
健
診

で
の
腹
囲
の
基
準
値
と
同
じ
長
さ
に
な
っ
て

お
り
、
風
呂
上
り
な
ど
の
際
に
同
タ
オ
ル
で

簡
単
に
腹
囲
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
タ
オ
ル
に
は
国
民
健
康
保
険
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
コ
ー
ケ
ン
く
ん
」

（
男
性
用
）
と
「
ミ
ー
ホ
ち
ゃ
ん
」（
女
性
用
）

が
そ
れ
ぞ
れ
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

　

町
は
、
利
用
者
が
タ

オ
ル
に
親
し
み
を
持

ち
、「
メ
タ
ボ
解
消
の

運
動
や
お
な
か
周
り
の

日
常
で
の
ち
ょ
っ
と
し

た
意
識
と
チ
ェ
ッ
ク
に

使
っ
て
も
ら
え
る
」
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

町
は
、
東
京
で
の
島
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

1
つ
で
あ
る
「
島
留
学
」
の
訪
問
説
明
会
が

好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
こ
の
取
組

を
全
国
に
広
げ
て
い
く
た
め
、
仙
台
、
東
京
、

名
古
屋
、
大
阪
、
岡
山
、
広
島
、
米
子
、
福

岡
で
の
開
催
を
決
め
た
。訪
問
説
明
会
で
は
、

島
前
地
域
の
紹
介
や
島
前
高
校
の
取
組
及
び

島
留
学
制
度
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

対
象
者
は
、
興
味
関
心
の
あ
る
中
学
生
、

中
学
生
の
保
護
者
、
中
学
や
学
習
塾
な
ど
の

教
育
関
係
者
で
、
参
加
費
は
無
料
。
訪
問
説

明
会
は
、
現
在
、
島
前
に
移
住
し
て
い
る
人

材
開
発
・
育
成
指
導
に
お
い
て
豊
富
な
キ
ャ

リ
ア
を
持
つ
3
名
が
担
当
す
る
。

　

仙
台
、
広
島
、
岡
山
、
鳥
取
は
、
既
に
開

催
を
終
え
て
い
る
。

　

今
後
開
催
の
大
阪
、
名
古
屋
、
東
京
、
福

岡
の
日
程
、
会
場
は
以
下
の
と
お
り
。

7
月
29
日
（
木
）
18
：
00
〜
19
：
30

大
阪
産
業
大
学
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

7
月
30
日
（
金
）
18
：
00
〜
19
：
30

Ａ
Ｐ
名
古
屋
．
各
駅　

8
Ｆ　

Ｅ
＋
Ｆ
室

8
月
1
日
（
日
）
15
：
00
〜
17
：
00

ア
ー
ツ
千
代
田
3
3
3
1 

1
階 

バ
イ
テ
ン

8
月
6
日
（
金
）
18
：
30
〜
20
：
00

福
岡
交
通
セ
ン
タ
ー　

9
Ｆ　

第
二
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先
は
、
こ
ち
ら　

島
前
高
校
魅

力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

担
当
：
岩
本
、
濱
板

電
話
：
0
8
5
1
4－

2－

0
7
3
1
、

メ
ー
ル
：dozen-01@

shim
anet.ed.jp

隠
岐
島
前
高
校
Ｈ
Ｐ　

http://dozen.ed.
jp/shim

aryugaku/

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
町
が
求
め
る
職
員
像
を

明
ら
か
に
し
た
「
職
員
基
本
方
針
」
を
作
成

し
た
。「
常
に
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
探
求
し
、

町
民
の
立
場
に
立
つ
職
員
を
目
指
す
」
な
ど

5
つ
の
理
念
を
盛
り
込
ん
だ
。
公
募
職
員
の

「
意
識
改
革
推
進
チ
ー
ム
」
で
作
成
。
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
に
よ
る
改
革
を
目
指
す
の
が
特

徴
。
町
で
は
今
後
、「
広
く
職
員
か
ら
意
見
・

提
案
を
募
集
し
、
よ
り
良
い
も
の
を
目
指
し

た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

同
「
方
針
」
は
、
こ
の
ほ
か
「
変
化
を
恐

れ
ず
挑
戦
す
る
勇
気
を
持
っ
て
自
己
改
革
に

取
り
組
む
」「
役
場
全
体
が
一
つ
の
チ
ー
ム

と
な
っ
て
経
営
感
覚
を
持
つ
総
合
行
政
を
目

指
す
」
な
ど
、
町
民
視
点
か
ら
体
質
改
善
を

目
指
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
町
は
、
今
年
3
月
に
「
第
2
次
日

出
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
を
作
成
。
そ
の

中
で
「
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
」
を

盛
り
込
ん
だ
。
第
1
次
改
革
プ
ラ
ン
が
「
財

政
健
全
化
」
中
心
の
「
押
し
つ
け
改
革
だ
っ

た
」
と
の
反
省
を
踏
ま
え
、
前
例
踏
襲
や
縦

割
り
、
コ
ス
ト
意
識
欠
如
な
ど
の
「
お
役
所

仕
事
」
克
服
を
目
指
し
て
い
る
。

大
分
県
日ひ

出じ

町ま
ち

町
民
が
主
役
の
町
政
へ
「
職
員

基
本
方
針
」

山
形
県
三み

川か
わ

町ま
ち

協
働
事
業
提
案
制
度
を
開
始

島
根
県
海あ

士ま

町
ち
ょ
う

「
島
留
学
」
訪
問
説
明
会
を
全

国
8
カ
所
で
開
催

静
岡
県
清し

水み
ず

町
ち
ょ
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
タ
ボ
タ
オ
ル

を
作
製

宮
城
県
南み

な
み

三さ
ん

陸り
く

町
ち
ょ
う

自
主
防
災
組
織
の
設
置
促
進
へ

補
助
金
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随 想

砥
部
町
は
愛
媛
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、北
部
は
県
都
松
山
市
に
接
し
て
お
り
、

面
積
1
0
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口

2
万
2
千
6
百
人
の
町
で
す
。

平
成
17
年
1
月
1
日
、
旧
砥
部
町
と
旧

広
田
村
が
合
併
し
て
新
砥
部
町
が
誕
生
し

ま
し
た
。

合
併
ま
で
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ド
ラ
マ

が
あ
り
ま
し
た
。
静
か
で
保
守
的
な
町
に

「
合
併
先
の
決
め
方
に
問
題
あ
り
」
と
、

全
国
で
も
初
の
、
町
長
と
町
議
の
ダ
ブ
ル

リ
コ
ー
ル
運
動
が
起
こ
り
、町
長
は
辞
職
、

議
会
は
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

選
挙
で
、
政
治
経
験
の
無
い
民
間
人
の
私

で
し
た
が
、
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。さ

て
、
本
題
で
す
が
、
私
の
宝
物
は
高

校
を
卒
業
し
て
か
ら
3
年
間
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
生
活
に
あ
り
ま
す
。

高
校
最
終
学
年
に
な
り
、
進
学
す
る
か

就
職
す
る
か
少
し
迷
い
ま
し
た
が
、
勉
強

も
あ
ま
り
好
き
で
な
く
、
成
績
も
大
し
て

良
く
な
か
っ
た
私
は
就
職
を
選
び
、
旅
行

会
社
へ
入
社
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
（
昭
和
38
年
）
は
、卒
業
前
で
あ
っ

て
も
、
研
修
名
目
で
会
社
へ
出
社
す
る
の

が
当
た
り
前
で
し
た
。

2
月
中
旬
、
無
事
、
卒
業
試
験
を
終
え

て
、詰
め
襟
の
学
生
服
で
初
め
て
出
社
し
、

「
今
日
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
中
村

剛
志
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
所
長
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
す

る
と
所
長
さ
ん
か
ら
「
今
度
入
る
中
村
君

か
。
あ
の
な
あ
、
言
っ
て
お
く
け
ど
、
会

社
の
お
金
、
1
円
で
も
ご
ま
か
し
た
ら
、

す
ぐ
分
か
る
ん
ゾ
。
1
円
が
大
切
な
ん

じ
ゃ
か
ら
。」
と
言
わ
れ
、
私
は
「
そ
ん

な
人
間
に
思
わ
れ
て
い
る
の
か
！
今
日
で

会
社
は
辞
め
よ
う
。」
と
本
気
で
思
い
ま

し
た
。
新
入
社
員
の
私
に
は
キ
ツ
ー
い
一

発
で
し
た
。

し
か
し
、
今
に
な
っ
て
み
る
と
ま
さ
に

そ
の
と
お
り
で
、
お
金
に
人
生
を
左
右
さ

れ
た
例
を
い
く
つ
も
見
て
き
ま
し
た
。
お

金
は
魔
物
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
き
ち
ん

と
し
た
取
り
扱
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
直
属
の
上
司
か
ら
は
「
男
は
仕

事
が
で
き
て
ナ
ン
ボ
。
同
級
生
に
は
負
け

る
な
ヨ
。
聞
い
て
き
た
ら
何
で
も
教
え
て

や
る
。」「
給
料
は
、会
社
に
儲
け
さ
せ
て
、

そ
の
中
か
ら
貰
う
も
の
だ
。」
と
も
教
え

ら
れ
ま
し
た
。

松
山
商
業
高
校
か
ら
、
一
緒
に
入
社
し

た
8
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
事
業
所
に
配

属
さ
れ
て
い
た
の
で
、
競
わ
せ
よ
う
と
し

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
聞
い
て
き
た

ら
教
え
る
」
は
自
分
で
積
極
的
に
考
え
、

行
動
す
る
よ
う
に
と
の
教
え
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

「
儲
け
さ
せ
て
か
ら
貰
う
」
は
、
ま
だ

仕
事
も
ロ
ク
に
で
き
な
い
私
が
「
給
料
が

安
い
」
と
言
っ
た
の
か
ど
う
か
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
妙
に
頭
に
残
っ
て
い
る

言
葉
で
す
。

そ
し
て
、
5
月
の
中
ご
ろ
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
、
お
客
様
と
切
符
の
キ
ャ
ン
セ

ル
料
の
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
ま
し

た
。私
は
、規
定
ど
お
り
で
正
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
お
客
様
の
話
を
聴
か

ず
口
論
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
そ
の
場
を
と
り
な
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
が
定
年
間
近
の
先
輩
で
し

た
。
後
で
「
中
村
君
も
若
い
の
う
。
え
え

か
な
、
お
客
様
は
神
様
じ
ゃ
。
間
違
っ
て

い
て
も
正
し
い
ん
ヨ
。
あ
ん
た
が
理
屈
で

勝
っ
て
も
、
お
客
さ
ん
は
腹
を
立
て
て
、

も
う
二
度
と
切
符
買
い
に
来
て
く
れ
ん
ぞ

な
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

規
定
（
理
屈
）
だ
け
で
応
対
す
る
若
造

に
、
接
客
技
術
の
未
熟
さ
を
戒
め
「
お
客

様
の
あ
り
が
た
さ
」
を
説
い
て
く
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

「
お
客
様
は
神
様
」
と
い
う
考
え
方
は
、

そ
れ
か
ら
の
旅
行
業
経
営
、
町
行
政
に
お

い
て
も
指
針
と
な
り
ま
し
た
。

私
に
は
、
3
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生

活
、
37
年
間
の
旅
行
業
経
営
、
そ
し
て
、

7
年
間
の
町
長
の
経
歴
が
あ
り
ま
す
が
、

な
ぜ
か
、一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
3
年
間
で
あ
り
、
そ
れ

も
最
初
の
4
カ
月
で
す
。
社
会
人
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
時
に
、
生
涯
の
宝
物
を
頂
い

た
の
は
、
な
ん
と
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
だ
っ

た
ろ
う
と
、
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

「
町
民
の
皆
様
は
お
客
様
で
あ
り
、
株

主
で
あ
る
」

中な
か 

村む
ら

　
剛つ

よ 

志し

生
涯
の
宝
物 愛

媛
県
砥と

部べ

町
長
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